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三田社会学第8号(2003)

「未 知 の分 野 」、 され ど、 三 田の伝 統

柄澤 行雄

 2002年 度 の大会シ ンポジ ウムは、三 田の社会学 としては 「未 知の分野 に切 り込む思 い切 っ

た企画」(藤 田弘夫会長、シ ンポジ ウム担 当幹事)と され る 「身体 と医療の社会学」をテーマ と

して、近年人間や社会を対象 とす る諸科学か ら幅広い関心を集 めて いる生命、身体、医療 、保

健 な どの人間 の生存に とってきわめて身近で重要な問題 に関 しての報告 ・コメン ト・質疑応答

が、制限時間 を超 えて熱 く行 われ た。

 3人 の報告者 の報告は、いずれ も社会学以外の専門領域 か らのアプ ローチではあったが、そ

の内容 は、社会学徒が真剣 に組み していか なければな らない問題提起 を含む視 点 と論 点を提示

す るもので あった。また、それ に対す る社会学か らの コメン トはそれ を真剣に受 けた ものであ

り、 さらに、 フロアーか らの質問は社会学の枠に とらわれ るこ とな く自由で リア リテ ィな醍醐

味 をもつ もので あった。

 シンポ ジウム全体 としては、司会者の力量不足のために、そのテーマの深 ま りとま とま りと

い う点で、参会者 とこのテー マの企画者の満足 を得 られ たか どうか疑問 とな るところであるが、

それぞれ専 門 を異 にす る立場か らの問題提起 とそれ を受 け止 める社 会学を含 めて、 「病 い」 を

臨床家 ・研究者 として どの ように取 り扱 えば よいのか、 とい う基本的 ・原点的な問題 があ らた

めて再確 認 されたのではないか と思われ る。 と同時に、そ の取 り扱い方の困難 さも確認 できた

と考 えられ る。その困難 さの故 に、今回のテーマが 「未知 の分野」 と形容 され たのか も知れ な

い。

 た しかに、三田の社会学をふ り返ってみた時、医療関連分野に限れば、確たる研究の足跡を

残 してきたとは言えないかもしれない。その意味で、「未知の分野」であることは確かである。

しか し、その中で今私たちが確認 しておかなければならないこととして、故米山桂三先生のご

功績がある。

 私は、米山先生がご定年になられる前々年に、「定年になるから」 という理由であえて久 し

ぶ りに 日吉の教養の社会学の講壇 にたたれた先生から、初めて社会学の世界にいざなっていた

だいた人間の一人である。学園紛争のさなか、しかも必ず しも体調が十分でない米山先生の講

義は、ご自身の研究を回顧 されながら、社会学の全体像を紹介するとい うものであった。先生

は途中でご健康を損なわれ、その後の授業を米地實先生に託されたが、先生の講義の最後の部

分で、看護 と看護労働についての先生のご研究の一端を取 りあげられた。先生は、昭和30年

代に起こった国立病院の看護婦のス トライキという社会的事実について、ご専門の産業社会学
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の立場か ら強い関心を抱かれ、当時 日本の社会学ではほとんど誰もが立ち入ることのなかった

看護の社会学的研究に取 り組まれた。先生は、すでにこの分野で先行 していたアメリカの看護

社会学を幅広く渉猟 ・整理 されながら、 日本の医療 ・看護界の社会学的な実証研究のための基

本枠組みの構築を目指されたものと理解するが、そのこ意思は実証的研究としてはかならず し

も十分達成 されなかった。また、その間に著 された論稿も先生の存命中にはご自身による取 り

纏めはなされなかったが、先生のご逝去の後、米地先生のご尽力によって 『看護の社会学』と

してまとめられ、1981年 に未来社か ら刊行 された。 この著作は、管見では、看護分野に関す

る社会学からの纏まった著作としては、日本で初めてのものである。

 今 日、社会学からの医療や看護、保健分野の研究が盛んに行われ るようになってきているが、

逆に看護や医療分野からの社会学への接近 も顕著な動きとして認められる。そのような中で、

日本保健医療社会学会では、2001年 度の看護研究部会で、米山先生の 『看護の社会学』の輪

読会が定例で行われている。看護分野の社会学的研究は、もっぱら臨床での事例研究が多く、

その理論的整理や体系化は遅れていると考えられるが、そのような中で、ようや く、科学的な

体系化を意図した動きが見られるようになり、その一つの手掛か りとして先生のご研究が基本

テキス トとして取 りあげられたのである。

 米山先生が関心を示された看護界や看護労働のあり方は、それらをめぐる環境変化の中で、

今日より厳 しい社会的眼差 しが向けられ るようになってきている。それ故に、上述のように社

会学からの接近も米山先生が関心を示 された当時 とは比べものにな らないほど量的 ・質的な前

進を見せてきている。今回のシンポジウムはそうした中での企画であった。

 その企画は、た しかに 「未知の分野」への挑戦であったかも知れないが、それは三田の社会

学の伝統の中ではそれなりの必然性を持つものであったと考えられる。私たちは、そ うした隠

れた伝統を一っ一つ掘 り起こしながら、その上にたって 「未知の分野」に果敢に挑戦 し、新た

な知の伝統を創造 していかなければならない。今回の大会シンポジウムは、そのことをあらた

めて気づかせてくれる機会となった。

(からさわ ゆきお 常盤大学人間科学部)
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